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3１．調整力の確保に関する計画について

 調整力の確保に関する計画とは、送配電等業務指針 第２４条に基づき、毎年、一
般送配電事業者が当該年度の開始前に、当該年度の月別の調整力の確保の計
画を立て、広域機関に提出するもの。

 当該計画には、①調整力の必要量、②調整力の具体的内容、③調整力を必要と
する理由を記載する。

 広域機関は、供給計画および本計画により調整力が十分確保されているか確認
するとともに、今後の調整力の在り方に関する検討にこれらの情報を活用する。

※調整力：供給区域における周波数制御、需給バランス調整その他の系統安定化業務に必
要となる発電設備（揚水発電設備を含む。）、電力貯蔵装置、ディマンドリスポンス
その他の電力需給を制御するシステムその他これに準ずるもの（但し、流通設備
は除く。）の能力。



4（参考）供給計画と調整力の確保に関する計画について

 供給計画のうち、様式３２ 第４表の月別の最大電力供給計画表では、エリアの供給力のうち、供給予備力の内数として、
一般送配電事業者による調整力確保量（電源Ⅰで確保したもの）が記載される。

 調整力の確保に関する計画では、調整力として活用を予定している電源等（電源Ⅰ・Ⅰ´・Ⅱ）の内訳（ユニット毎の確保
量）、種類、スペック等を記載する。
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 全てのエリアにおいて、当機関の検討結果※に基づき電源Ⅰ・Ⅰ´の必要量を算定し、
全エリア全月において、必要量以上を確保する計画となっていた。

 スペックについては、本年度、調整力として活用を予定している電源等の種別、火力
発電と水力発電の出力変化速度の分布、ＤＲの指令受電から調整完了までの時間と
契約期間内の発動可能回数の分布を整理した。

※：２０１６年１０月１８日公表「平成２９年度調整力の公募にかかる必要量等の考え方について」参照

２－０．２０１７年度調整力の確保に関する計画の取りまとめ総括

２．２０１７年度調整力の確保に関する計画における確認事項



6２．２０１７年度調整力の確保に関する計画における確認事項

２－１．電源Ⅰ等の確保状況

（１）各一般送配電事業者の電源Ⅰの必要量と確保量

（２）想定需要に対する各一般送配電事業者の電源Ⅰ確保量の割合

（３）２０１７年８月における最大３日平均電力に対する電源Ⅰ・Ⅱの割合

（４）各一般送配電事業者の電源Ⅰ´の必要量と確保量

２－２．電源Ⅰ等のスペック

（１）電源Ⅰ・Ⅰ´・Ⅱの電源種別

（２）火力発電、水力発電の出力変化速度の分布

（３）DRの指令受電から調整完了までの時間と契約期間内の発動可能回数の分布



7２－１．電源Ⅰ等の確保状況
（１）各一般送配電事業者の電源Ⅰの必要量と確保量

 各一般送配電事業者の平成２９年度各月の電源Ⅰの必要量と確保量は以下の通りである。

 全エリア全月において、各一般送配電事業者が必要量以上を確保する計画となっていた。
※九州エリアの一般送配電事業者は電源Ⅰ´として契約している石油火力を３月においても電源Ⅰと一体的に運用する計画であり、これを合算

すると必要量を確保していることとなる。

エリア毎の一般送配電事業者が設定した電源Ⅰの必要量と電源Ⅰの確保量（単位：千ｋＷ）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

北海道
確保量 325 325 325 325 299 299 294 322 360 360 360 336

必要量 289 263 260 284 298 298 293 322 351 351 351 326

東北
確保量 809 691 746 932 948 932 780 841 906 957 957 957

必要量 746 691 746 886 906 827 736 823 906 936 931 867

東京
確保量 2,973 3,270 3,983 3,983 3,983 3,942 3,612 2,868 3,468 3,608 3,803 3,215

必要量 2,697 2,550 2,851 3,677 3,677 3,170 2,605 2,840 3,107 3,301 3,301 3,026

中部
確保量 1,414 1,446 1,699 1,704 1,704 1,704 1,388 1,345 1,598 1,704 1,638 1,472

必要量 1,289 1,294 1,408 1,700 1,700 1,551 1,382 1,345 1,514 1,582 1,582 1,467

北陸
確保量 350 350 289 350 350 324 266 294 327 343 350 350

必要量 279 259 289 349 349 324 266 294 327 343 343 324

関西
確保量 1,625 1,571 1,644 1,853 1,853 1,853 1,728 1,685 1,694 1,785 1,642 1,716

必要量 1,405 1,356 1,578 1,850 1,850 1,711 1,363 1,442 1,592 1,739 1,739 1,523

中国
確保量 561 529 600 730 745 743 744 585 663 745 723 623

必要量 540 529 600 730 730 646 538 585 651 688 688 623

四国
確保量 296 368 368 359 352 310 267 269 368 368 368 368

必要量 250 247 281 352 352 308 249 263 321 321 321 286

九州
確保量 947 896 893 1,108 1,098 1,022 870 950 990 1,095 1,108 858

必要量 746 758 849 1,058 1,058 951 812 822 967 1,011 1,011 889

沖縄
確保量 301 301 301 301 301 301 301 301 301 301 301 301

必要量 301 301 301 301 301 301 301 301 301 301 301 301



8２－１．電源Ⅰ等の確保状況
（２）想定需要に対する各一般送配電事業者の電源Ⅰ確保量の割合

 ２０１７年度各月のエリア毎の最大３日平均電力※１に対する電源Ⅰ確保量の割合は以下の通りである。
※ 九州エリアの一般送配電事業者は電源Ⅰ´として契約している石油火力を、３月においても電源Ⅰと一体的に運用する計画であるため、こ

れを合算すると必要量（７％）を確保していることとなる。

※ 沖縄エリアは連系線がない独立系統であることから、周波数制御分と、電源脱落事故に備えた最大単機容量を確保することとしているた
め、電源Ⅰ必要量の想定需要に対する割合は他エリアより大きい。

エリア毎の各月の想定需要に対する電源Ⅰ確保量の割合（電源Ⅰ確保量/最大３日平均電力）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
北海道 7.9% 8.6% 8.8% 8.0% 7.0% 7.0% 7.0% 7.0% 7.2% 7.2% 7.2% 7.2%
東北 7.6% 7.0% 7.0% 7.3% 7.3% 7.9% 7.4% 7.1% 7.0% 7.1% 7.2% 7.7%
東京 7.7% 9.0% 9.8% 7.6% 7.6% 8.7% 9.7% 7.1% 7.8% 7.7% 8.1% 7.4%
中部 7.7% 7.8% 8.4% 7.0% 7.0% 7.7% 7.0% 7.0% 7.4% 7.5% 7.2% 7.0%
北陸 8.8% 9.5% 7.0% 7.0% 7.0% 7.0% 7.0% 7.0% 7.0% 7.0% 7.2% 7.6%
関西 8.5% 8.4% 7.7% 7.3% 7.3% 8.0% 9.4% 8.6% 7.8% 7.7% 7.1% 8.3%
中国 7.3% 7.0% 7.0% 7.0% 7.1% 8.0% 9.7% 7.0% 7.1% 7.6% 7.3% 7.0%
四国 8.3% 10.5% 9.2% 7.2% 7.0% 7.1% 7.5% 7.2% 8.0% 8.0% 8.0% 9.0%
九州 8.9% 8.3% 7.4% 7.3% 7.3% 7.5% 7.5% 8.1% 7.2% 7.6% 7.7% 6.8%
沖縄 29.2% 25.0% 21.7% 20.8% 20.8% 21.7% 24.2% 27.4% 30.0% 29.0% 29.3% 30.5%

※１：２０１７年度供給計画内の第１年度各月における最大３日平均電力



9（参考） ２－１．電源Ⅰ等の確保状況
（２）想定需要に対する各一般送配電事業者の電源Ⅰ確保量の割合
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北陸 関西

中国 四国
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九州 沖縄
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２０１７年度供給計画

第１年度８月の

最大３日平均電力

エリア供給力

から

(ア)(イ)(ウ)を
除いた容量

容量(ウ)

容量(イ)

容量(ア)

２０１７年度供給計画
第１年度８月の
エリア供給力

２－１．電源Ⅰ等の確保状況
（３）２０１７年８月における最大３日平均電力に対する電源Ⅰ・Ⅱの割合

 次ページ以降のグラフの構成は以下の通りである。

ある発電機ユニット

認可最大出力

出力０

電源Ⅰとしての
確保量

気温上昇等による出力低下

最低出力

可能出力

電源Ⅱの
出力変動幅

エリア合計

エリア合計

最低出力※

エリア合計

※：定期点検等で８月の出力変動幅が０となるユニットの最低出力はエリア合計から除外した



14２－１．電源Ⅰ等の確保状況
（３）２０１７年８月における最大３日平均電力に対する電源Ⅰ・Ⅱの割合

 ２０１７年度供給計画第１年度８月の最大３日平均電力に対して、各一般送配電事業者とも７％以上
の電源Ⅰを確保していた。

 各一般送配電事業者とも電源Ⅱとして活用できる容量を概ね６０％以上確保していた。

北海道 東北 東京

※：各百分率は平成２９年度供給計画第１年度８月の最大３日平均電力に対する値

中部
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4,260 

1,514 

698 

2,589 

299 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

需要 供給

最大３日平均電力 (ア)(イ)(ウ)以外

容量(ウ) 容量(イ)

容量(ア)

60.8%

7.0%※１

35.5%

16.4%

12,990 

4,404 

5,276 

4,575 

948 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

需要 供給

最大３日平均電力 (ア)(イ)(ウ)以外

容量(ウ) 容量(イ)

容量(ア)

35.2%

7.3%

33.9%

40.6% 52,530 

14,787 

13,648 

24,301 

3,983 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

需要 供給

最大３日平均電力 (ア)(イ)(ウ)以外

容量(ウ) 容量(イ)

容量(ア)

46.3%

7.6%

28.1%

26.0%
24,290 

4,641 

9,995 

9,934 

1,704 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

需要 供給

最大３日平均電力 (ア)(イ)(ウ)以外

容量(ウ) 容量(イ)

容量(ア)

40.9%

7.0%

19.1%

41.1%



15

関西 中国 四国北陸
（単位：千kW） （単位：千kW） （単位：千kW） （単位：千kW）

２－１．電源Ⅰ等の確保状況
（３）２０１７年８月における最大３日平均電力に対する電源Ⅰ・Ⅱの割合
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沖縄九州

（単位：千kW） （単位：千kW）

２－１．電源Ⅰ等の確保状況
（３）２０１７年８月における最大３日平均電力に対する電源Ⅰ・Ⅱの割合

15,110 

6,536 

2,136 

7,651 

1,098 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

需要 供給

最大３日平均電力 (ア)(イ)(ウ)以外

容量(ウ) 容量(イ)

容量(ア)

50.6%

7.3%

43.3%

14.1%

1,448 

161 

760 

956 

301 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

需要 供給

最大３日平均電力 (ア)(イ)(ウ)以外

容量(ウ) 容量(イ)

容量(ア)

66.0%

20.8%

11.1%

52.5%



17２－１．電源Ⅰ等の確保状況
（４）各一般送配電事業者の電源Ⅰ´の必要量と確保量

 各一般送配電事業者の平成２９年度各月の電源Ⅰ´の必要量と確保量は以下の通り。

 電源Ⅰ´を募集した５エリアにおいて、火力発電の過負荷運転による増出力運転分を控除した必要量を算
定し、その量以上を確保する計画となっていた。

エリア毎の一般送配電事業者が設定した電源Ⅰ´の必要量と電源Ⅰの確保量（単位：千ｋＷ）

※１：必要量が０千ｋＷとは、「平成２９年度調整力の公募にかかる必要量等の考え方について」に
基づき算定した値が０以下であることを示す。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

北海道
確保量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

必要量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

東北
確保量 0 0 0 74 74 74 0 0 0 0 0 0

必要量 0 0 0 74 74 74 0 0 0 0 0 0

東京
確保量 0 0 0 599 599 599 0 0 599 599 599 0

必要量 0 0 0 590 590 590 0 0 590 590 590 0

中部
確保量 0 0 0 192 192 192 0 0 0 0 0 0

必要量 0 0 0 192 192 192 0 0 0 0 0 0

北陸
確保量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

必要量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

関西
確保量 117 125 139 170 170 170 117 123 170 170 170 126

必要量 0 0 0 170 170 170 0 0 0 0 0 0

中国
確保量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

必要量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

四国
確保量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

必要量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

九州
確保量 191 269 269 313 313 313 211 268 313 313 313 269

必要量 0 0 0 284 284 284 0 0 0 0 0 0

沖縄
確保量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

必要量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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272 
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石油 ＬＮＧ 揚水式 その他

２－２．電源Ⅰ等のスペック
（１）電源Ⅰ・Ⅰ´・Ⅱの電源種別

 ２０１７年度の調整力の確保に関する計画において、各一般送配電事業者は電源Ⅰ・Ⅱを火力発電
（石炭、石油、ＬＮＧ）と水力発電（揚水式、貯水式）のいずれかにより確保していた。
※ 下記グラフは、２０１７年８月における一般送配電事業者による電源Ⅰ・Ⅰ´の確保量と電源Ⅱの出力変動幅を

積み上げたものであり、実需給断面で調整力として活用する電源の構成は、年間計画段階で把握することはで
きない。

電源Ⅰの構成（２０１７年８月における一般送配電事業者による確保量。全国計。）

電源Ⅰ´の構成（ ２０１７年８月における一般送配電事業者による確保量。全国計。 ）

電源Ⅱの構成（２０１７年８月における電源Ⅱの出力変動幅。全国計。 ）

※１：コークスガス／ＬＮＧやＬＮＧ／重原油等の混焼発電設備や代替電源等

17.5% 9.2% 70.7%
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石油 ＬＮＧ 揚水式 その他※１
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※２

（単位：千kW）
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19２－２．電源Ⅰ等のスペック
（２）火力発電、水力発電の出力変化速度の分布

 ２０１７年度の調整力の確保に関する計画における電源Ⅰ、Ⅱの出力変化速度の分布は下図の通りである。
 火力発電より水力発電の方が出力変化速度が速い傾向がある。

出力変化速度の分布

定
格

出
力

に
対

す
る
出

力
変

化
速

度
※
１
[％

／
分
]

0

1

10

100

1,000

※１：出力変化速度が１００％／分を超えるものは1分未満で定格出力まで変化可能であることを示す。
※２：コークスガス／ＬＮＧや石炭／石油等の混焼発電設備

石炭 石油 ＬＮＧ その他※２ 揚水式 自流式 貯水池式 調整池式



20２－２．電源Ⅰ等のスペック
（３）ＤＲの指令受電から調整完了までの時間と契約期間内の発動可能回数の分布

 電源Ⅰ´のうち、ＤＲの指令受電から調整完了までの時間と契約期間内の発動可能回数の分布は、下図の
通りである。

 指令受電から調整完了までの時間について、募集要件１８０分のうち、約６０％が上限の１８０分であった。ま
た、その手段について、需要抑制が約９０％、残りは自家発の増発であった。
※本資料に記載のDRのスペックは電源Ⅰ´として契約したスペックであって、一般的なDRのスペックを取りまとめたものでないことに注意。
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